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第２次紀の川市長期総合計画基本計画（素案）について 

 

 

 

 

 

【経過説明】 

① 平成 29 年 8 月 7 日（月）～8 月 10 日（木）にかけて長期総合計画本部員、策定作

業班長、策定作業班員を対象に「基本施策立案シート」策定にかかる説明会を開催 

② 上記の「基本施策立案シート」作成にあたっては、これまでに実施した「施策評価

シート（平成 28 年度成果）」、「ＳＷＯＴ分析＝現行計画における各基本施策を取り

巻く環境の整理」、「現行計画検証結果（平成 28 年度実施分）」、「課題整理シート（平

成 28、29 年度実施分）」さらに、本部会議、審議会の意見を踏まえ、9 月上旬に作

成 

③ 上記により提出された「基本施策立案シート」に基づき、平成 29 年 10 月 19 日（木）

～11 月 9 日（木）にかけて策定作業班長、策定作業班員を対象にヒアリングを実施 

④ 上記のヒアリングを経て、現在、取りまとめ中の資料として「基本計画（素案）」

として調整 



第2次⻑期総合計画 前期基本計画の策定
基本施策策定のルールと視点

１．「施策」のルールと視点
① １つの施策を推進（所管）する部局が原則２部局以下になるようにする。
【視点】 各部局においてＰＤＣＡマネジメントが実施できるか。説明責任が果たせるか。

② 政策の連鎖体系（ロジックツリー）にする。
【視点】 目的が上位の「政策目標」を達成するための手段となっているか。手段が下位の「主な取り組み方針」の目的となっているか。

③ 紐づく「主な取り組み方針」は２つ以上にする。
【視点】 （施策）１：Ｎ（主な取り組み方針）となるよう、施策間のバランス、規模感を確認する。

２．「主な取り組み方針」のルールと視点
① １つの主な取り組み方針を推進（所管）する部局が原則１部局になるようにする。
【視点】 各部局においてＰＤＣＡマネジメントが実施できるか。説明責任が果たせるか。
② 政策の連鎖体系（ロジックツリー）にする。
【視点】 目的が上位の「基本施策」を達成するための手段となっているか。手段が下位の「事務事業」の目的となっているか。
③ 原則、紐づく「事務事業」は２つ以上にする。
【視点】 （主な取り組み方針）１：Ｎ（事務事業）となるよう、主な取り組み方針間のバランス、規模感を確認する。
④ 原則、「主な取り組み方針」の対象をそろえる。
【視点】 紐づく事務事業の対象は誰か、何か。
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第2次⻑期総合計画 前期基本計画の策定
基本施策策定のルールと視点

３．「成果指標」のルールと視点
① 住⺠への説明責任を果たすための指標になるようにする。
【視点】 内部管理のための指標よりも、住⺠にとって価値のある指標が選定されているか。
② 現状分析に基づき、「成果指標」を設定する。
【視点】 施策全体から⾒た定量的、定性的な現状分析を⾏い、「施策の意図」、「今後の主な取り組み方針」で述べられている内容（キーワード）が数
字で把握することができるか確認する。
③ 管理が可能な「成果指標」を設定する。
【視点】 設定した成果指標の数値が「経年⽐較」、「他市⽐較」が可能で、指標の進捗管理を通じて、施策の進捗管理が可能となっているか確認する。
④ 原則、「成果指標」は２つ以上設定する。
【視点】 複数の指標を組み合わせて施策の課題や状態が示されているか。（第１の組み合わせの方法として、「事実」と「受け止められ方」の両面を考慮
すること。第２の組み合わせの方法として、「数字の判明による不公平感をなくすこと」と「現状把握ができること」、「指標設定が政策の推進⼒となること」を
原則とする。
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目

指

す

姿

事

業

施策例施策例施策例施策例：：：：学校教育環境学校教育環境学校教育環境学校教育環境のののの充実充実充実充実

取

組

方

針

安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心でででで快適快適快適快適なななな教育環境教育環境教育環境教育環境がががが整整整整ったまちをったまちをったまちをったまちを目指目指目指目指しますしますしますします。。。。安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心でででで快適快適快適快適なななな教育環境教育環境教育環境教育環境がががが整整整整ったまちをったまちをったまちをったまちを目指目指目指目指しますしますしますします。。。。

③③③③安全安全安全安全なななな通学環境通学環境通学環境通学環境

のののの推進推進推進推進

②②②②教育機会教育機会教育機会教育機会のののの

均等均等均等均等のののの推進推進推進推進

①①①①教育相談教育相談教育相談教育相談のののの充実充実充実充実

①「学校に行くのは楽しい」と思う児童・生徒の割合

②不登校児童・生徒の出現率

③経済的理由による長期欠席児童生徒の割合

④・・・・

成果指標

③③③③安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心でででで快適快適快適快適

なななな教育環境教育環境教育環境教育環境のののの充実充実充実充実

１：Ｎ

１：Ｎ
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